


































































はじめに

不妊が医療の対象として扱われてきた歴史は旧いが、生物医学的な知見の蓄積によって不

妊原因の検査および治療方法が発達してきたのはこの半世紀足らずのことであるといえる

だろう。種々の排卵誘発剤の開発、検査機器の技術革新、体外受精 1)やさらに顕微受精 2)

の登場など、これらによって不妊は治療できるようになったとされる。だが、実際には現

在の医学で[治療]3)できるものは限られている。体外受精の登場以来、不妊治療の発達が

不妊の人たちの福音のように喧伝され、医療者(とくに医者)の言う「[患者]4)のため」と

いう言説が、新しい生殖医療技術に対する批判を封じ込める役割を果しているとさえ感じ

ることもある。また体外受精などの新しい技術が応用されていく過程を見ると、現在の医

療や医療技術の発達が本当に「患者のため」に行われているのか疑問を抱くこともある 5)

それでは逆に新しい医療技術の応用を批判する側はどうかというと、当事者の状況や心情

に対する理解からかけはなれたところで自己の価値観を絶対であるかのようにして議論を

展開する傾向があることは否めない。バイオエシックスまたは生命倫理という概念が日本

に紹介されて久しいが、生殖医学に関する問題を考える際に「日本人」の共通の「倫理」

観が存在することを前提として議論がすすむ傾向があり、価値観が多様化しつつある現在

の状況にそぐわないことも少なくない6)。

つまり、従来の新しい不妊治療技術の応用をめぐる議論は、「患者のため」という言説を

携えて推進する側と「日本人」の「倫理」観を盾に反対する側との間での倫理が擦れ違っ

てきただけといっては言い過ぎだろうか。

患者はなぜ不妊治療を受け止めることに決め、どのように医療機関や医者を選び、治療方

法を選択しているのか。「患者のため」として日夜診療や研究に励む医者を患者はどう評

価しているのだろうか。そして「日本人」に共通の「倫理」観があるとすれば、それをも

っているはずの患者は新しい不妊治療技術に対してどのような意識をもっているのか。

このような問題意識から、本報告では不妊の当事者が不妊治療に関する様々な場面での選

択をどのように行っていたのかを知り、そこから医療の現状について考察するための資料

を提示する。さらに新しい技術とそれをとり巻く社会・文化とが干渉しあう場で生じてい

る現象についての分析を試みる。


